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のエネルギ-の等 分 配が見出され,ergodi占 な挙動を示すことをNorth-
4)
coteとPo七七S は 計算機実験で行なった｡剛体 的 な斥力のあることは非線
形性としては大きな ものであり,一次元 系では こ0_)ような強い非線形性が必
要であるこ一とに して も,2次元または 5次元の , もっと現実に近い系では弱
い非線形性でもエ ネ ルギーの交換が行 なわれ る と考 え られるO
2次元の格子 振 動 として図 1のような NXN個の粒子からなる正方格子を
考える.粒子の 番 号 をⅩ軸方向にC,y軸方 向に mとし, (2,m)粒子の
･方向の変位を Ⅹ2 ,m とするoI.方申の変位 と yこち鳩 の変位 とは互い隼無
関係であると仮 定 す る｡
運動方程式 は
m'ie,m= K.(xe+1,m-2Ⅹ2,m+Ⅹ8-1,m)+ 応H f(Ⅹe+.,m-Ⅹ8,m)
-i(Ⅹe-孤-Ⅹ2-.,m)i+γ(Ⅹ2,孤+.-2Ⅹ2,m十ⅩC,孤-1)+,i









で表わされるO ここで K ,Kスはそれぞれ中心力の線形および非線形の大き
さをしめすパラメータであ り,r,γAは非中心力のパ ラメータである｡ 境
界条件として,一番外側の粒子は薗走されているとするo
■′L
xo,m = xN+1,m= 0, m=1, ,N
ⅩC,･6- Ⅹ二C,N+1- 0, 8- 1･ ,N
基準座標 aij を
2 N














が成 り立つ｡ここで F(a)は非線形の影響で一般に aiJ･.(i･j-1･ - ･N)
の関数である｡このような.12次元格子において t･予 0 においてあるモー ドを
励起した時に (i,j)番 目の基準振動のエネルギ一
旦 ij 一号 (i;i･ ･W 2ij a;j ) (61
の時間変化を調べる｡こて で f(Ⅹ)～ Ⅹ5のような4次のポテンVヤルを用
いる. N-5の 9個の自由度をもった正方格子についてのいくつかの結果を
示すOここで計算に用いたパラメータは













































ち(2打/･叫luni:) 図5 ( 2 , 2 ) モ - ド 励 曝 し た と き の エ ネ ル ギ 十 変 化
- F 5 5 - 義
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行なわれ ,約 5周期のところで, (2,2)のモー ドのエネルギーは他のモ-






の正方格子に対してもえられるo N- 5の場合 と同様にノ(1,i)･のモー ドに
エネルギーを与える時にはエネルギーの分配は非常頂こ取難で あるが,より高
いモ- ドに与える場合ktまエネルギーめ急激な分 配がみちれる.O










や zaslavsky,Sagdeev によれは.非線形項の大きさや,初期条件に よ
って 2つの領域があることが示 され る｡ その一つは stocbasもicな領域 で
あ り,他は non-ergodicな領域 (あるいは Kolmogorov領域 と云あれる)
である｡ この ことは上で述べた 2次元の場合における計算機実験にも示 され
ているo この ように,上で述べた挙動は 2次元に限られたことではなく, 1
次元の場合についての ergodicityの条件に対してもまだ換討する必要が
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